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   Andantol  (N-Dimetylamino-isopropyl-thiophenyl-pyridylamine-HCI) was orally administer-
ed to the patients with such allergic diseases as non-bacterial hemorrhagic ystitis, allergic 
renal hematuria, hemorrhagic seminal vesiculitis, non-bacterial urethritis and others. It gave 
excellent results in the majority of the patients treated. No side effect was encountered. 
   Andantol was topically applied to several cases of non-bacterial urethritis, chronic cy-
stitis and contact dermatitis with adhesive plaster. It was proved to be effective in lessen-
ing subjective complaints in those cases. 
   Andantol was also injected to those patients with urticaria resulting from the injection of 
contrast media, blood transfusion, diet-intake and cold atmosphere. Prompt subsidence of 
eruption was obtained in all the patients, but followed by some sleepiness.
緒 言
ア ンダン トールは,ド イ ツ 。ホソブル グ社 で
合成 されたN一 ジメチルア ミノ・イ ソプロピル
・チオ フエニル ピ リジルア ミン塩酸塩(イ ソサ
イペ ンジル塩酸塩)を 成分 とし,そ の構造式 は
次の通 りである.
§ 一塩 く:　一
本 剤は,抗 ヒス タ ミン剤 として優秀 な作用 を
有す るフエ ノチアジソ系化合物 のフエ ノチア ジ
ソ環 に,さ らに窒素置換 をお こなつたフエ ニル
ピ リジル ア ミン核 の誘導体で,強 力 な抗 ヒス タ
ミソ作用,抗 アセチル ヒヨ リソ作用,抗 セ ロ ト
ニン作用,鎮 痙作用及び鎮静作用等を有し,そ
の製剤であるアソダソ トール強力錠,ア ソダソ










































































































5日 前 よ り血 尿,頻 尿:蛋(粁),赤(帯)


































血 液:好 酸 球(一),




血 液:好 酸 球3.5%,
















































































































14日後,血 精 液 の




































































































































止血剤,サ ルファ剤等の投与が臨床酌に無効 で あ っ
た.諸検査の結果,ア レルギー性の腎出血を疑い,ア


























力錠の併用投与を試みた.そ の結果は表に 示す 通り





1例,無効2例 であつた.女 子の1例は,尿 沈渣は赤
血球(+),白 血球(帯),細 菌(一)で,尿 道内腔
に発赤,腫脹凋濁を認めた.之 にアソダソトール強力
錠を投与した結果は無効であつた.









豆.ア ソ ダ ソ トー ル ・ゼ リー
ア ンダ ン トール ゼ リーは,ア ン ダ ソ トール の0.75%
を含 有す る無 色 透 明 の親 水 性 ゼ リー製 剤 で あ る.次 の
組成 を有 す る.
























































症 状 及 び 所 見
約3年前 より時々尿道部に不快感,膿 様の汚点が




治 療 及 び 経 過
ア ソダ ン ト 一ール ・ゼ リー1092回 尿
道 内 に注 入.尿 道 部 の不 快 感 消 失
尿=蛋 白(一),赤(一),白(+),細
菌(一)
ア ソタ ソ トール ・ゼ リー109,3回,
尿道 内に 注 入,自 覚 症 状 不 変,尿 所
見不 変












ア ン ダ ン トー ル ・ゼ リー2092回,1
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症 状 及 び 所 見
水腎症にて腎捌除後.排泄性腎孟撮影のため造
影剤注射後殆んど全身に掻痒性膨疹を来す






































騨 縢 纒鰯 讐 鎌 笙灘 灘 雛薯 に入・郷





















































ア レルギー性疾患 とは,抗 原抗体反応をきつ
かけとしてお こる生体の反応の中,病 的過程麹
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示す ものを主体 とす る疾患で ある.従 つてその
治療にあたつては,ア レル ゲソの除去或はア レ
ルゲソエキスに よる減感作療法 が肝要 な原因的
治療法であるが,日 常 の臨床 に於 て ア レル ゲソ
の発見及び除去 と か そ れ に よる減感作等を行
うことは極めて困難 な業 である.そ こで抗 ヒス
タミソ剤を中心 とした抗 ア レルギ ー剤 の使用 に
ょる対症療法が,ア レルギ ー性疾患治療 の根幹
をなしてい る.ア ソダ ソ トールは,抗 ヒスタ ミ
ソ剤 として優秀な作用を有す るフエ ノチ アジ ソ
系化合物 のフエ ノチア ジン環 に さ らに窒素置換
をおこなつた フエ ニル ピリジル ア ミソ核 の誘 導
体で,抗 ヒス タ ミソ作用はDiphenhydramine
(Benadry1)の約4倍,Antazoline(Antistine)
の21倍,そ の抗 ア レルギー作用はPrometha-
zineの約4倍,そ の他抗 アセチル コ リン作用,
抗セロ トニン作用 も強 く,し か も催 眠な どの中
枢性副作用は極め て軽微で ある と云 わ れ て い
る,我 々は,こ の アソダン トール の製 品で ある
アソダソ トール強 力錠,ア ソダ ン トール 。ゼ リ
ー及びアンダソ トール注射液 を,泌 尿器科臨床
に於て遭遇す るア レル ギー性疾 患 と考 え られ る
疾患乃至はア レル ギー性因子 の関与 が考 え られ
る疾患に対 して試用 した.元 来,泌 尿生 殖器系
は,平 滑筋 と粘膜 とか らな る広 い表 面 を もつて
お り,ア レル ギー性反応 に対 しては理想的 なシ
ョッ ク臓器である と考 え られ る.故 に,泌 尿生
殖器系に於け るア レル ギー性疾 患は可成 り多 い
ものと予想れ るのであるが,実 際上はむ しろ稀
にしか認識 され ていない.こ の理 由 に つ い て
は,1)泌 尿生殖 器系は,呼 吸器 系,消 化管系,
皮膚の様にア レル ギン と直 接に接触す る事 が甚
だ少ない,2)尿 路 におけ るア レル ギー性 反応
の局所的発現 は,炎 症,充 血,滲 出時 に出血,
腫脹に平滑筋 の攣縮が考 え られ るが,之 は尿路
疾患の場合,そ れ らの症状 に よつ て尿路 ア レル
ギー性疾患 の独立性 を示 す程 の 明確 な臨床所 見
を表わす ものでは ない.3)ア レル ギー性疾 患
の診断一問診 によるア レル ゲソの発見,ア レル
ゲン除去試験,誘 発法,皮 膚 反応乃至 レアギ ソ
(「eagin)の検 索等一 を 日常 の泌 尿器科 臨床 に
於て厳密 に行 うこ とが 困難 で ある.等 が挙 げ ら
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れる.我 々も,ア ンダソ トールの試 用 に あ た
り,その対象 となるア レルギー性疾患の選択 に
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ル強力錠の併用投与を試えた結果は,稻 有効5


























9ア ソダソ トー ル ・ゼ リー
① 非細菌性尿道炎
アソダソトール強力錠が無効(中1例 は稻有









使用が頻繁で,従 つて本症の発現 も多 く,適宜
泌尿器科医が処置すべぎものとなつている.こ





ダソ トール ・ゼ リーは可成 りの有効 率 を 示 し
た.又,元 来皮膚科疾患に属すべき もの なが
ら,臨床上屡々泌尿器科医が取扱わねばならな
い紙製絆創膏による接触性皮膚炎に対 しても有
効であつた.之 らは,ア ンダソ トール ・ゼリー
の抗 ヒスタミソ作用に加うるに局所 的 鎮 痛作
用,鎮 静作用に基 くものである.又本剤は,使





本症は アレルギー性の ものと考え られてし・
る.3例 の外来患者に用いた結果は,何れも奪











用 した結果は,全 例共著効(接 触性皮膚炎の場







てお く必要がある.之 らの症例に対 しアソダソ









トー ル強力錠,ア ンダソ トール ・ゼ リー及びア
ソダン トー ル注射液を試用 し,次 の結 論 を 得
た,
1ア ソダン トール強力錠は,急 性出血性膀
胱炎3例,特 発性腎出血(ア レルギー性 腎 出








2ア ソダン トー ル ・ゼ リ 一ーは,非 細菌性尿
道炎3例に用いて,著 効1例,有 効1例,無 効















の 石福裏次 ・高木綾徳 ・宇野博志 ・漂儒二:ア
233
レル ギ ー性 尿 路 疾 患 に 鮒す る強 力 ネ オ ミノフ
アー ゲ ソCの 応 用.新 薬 と治 療,10;909～
914,1961.
3)伊藤 一ラ己:泌 尿 器 科領 域に 於 け・るAllerg玉e,
日泌 尿 会 誌,50=838～864,1959.
4)笠井 三 郎 腎 性 血 尿 の研 究.周 泌尿 会誌,
51=1223～1250,1960.
5)勝 §三 千 人:膀 胱 癌 を 疑わ しめ た ア レル ギ ー
性 膀 胱 炎.臨 林 皮 泌,14:167～170,1960.
6)州 上 保 雄:ア レル ギ 一ー性 疾 患 の 診翫.叢 新 医
学,18:516～523,1963.
7)匙 漂 静 央:ア レル ギ ー疾 患 一 そ の成 り立 ち と
治療 方bl-一 治 療薬 報,622:2～7.1963.
8)砂$輝 裁 ・杉 原薄:輪 癒 謹 作 用 の露 床,金 漂
出版,ユ960.
9)高安 久 雄 ・伊 藤 一元 ・馬場 弘二 郎:泌 尿 器科
領 域 にお け る ア レル ギ ー 最 新医 学,10:
21§～2213、,1955。
10)-Xt-一一郎:日 泌 全 書,5,全 原 出版,1960.
11)中岡 肇:尿 路 大 腸菌 に 及 ぼ す抗 ヒス タ ミン剤









14)松橋 直:輸 血 にお け るAIlergi¢・最 新 匿学,
i8:§86〆)598,2963.
15)松本 信 一=ア レル ギ ーに つ い て の一 考 察 。 泌
尿 紀 要,8:1,1962.
16)山本 忠 治 郎 ・田所 瑞 穂 ・林 輝 儒 中岡 肇:
BeRzidine製造 工場 従 業 員 に 観 られ た 急牲 墨
血 性 膀胱 炎 に つ い て.聞 泌 尿 会誌,50:546～
552,1959.
